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１．はじめに
　明治以降，日本は産業革命を終えて近代工
業国家となっていた欧米諸国に追いつくため
の殖産興業政策の一環として，明治以前から
国内各地にある工芸品の輸出に注力していた。
そこで重要視されたのが工芸品の図案であり，
今日におけるデザインであった。特に，京都
は明治維新後，東京遷都による人口の減少や
経済の沈滞がすさまじく，いかに京都の工業
を振興し，活性化するかが課題となっていた。
　京都工芸繊維大学美術工芸資料館に所蔵さ
れている京都高等工芸学校生徒作品を対象に，
図案の傾向，特色について分析する。その分
析結果をもとに，工芸品の生産の場における
工芸図案の位置づけの前に，図案教育の現場
における図案の変遷と傾向の分析を試みるこ
とで，西洋のデザインの受容と，それまで日
本に伝統的にあった表現に与えた影響を指摘
するとともに，工芸品において西洋のデザイ
ンと伝統的なデザインが乖離している原因の
ひとつとなっている可能性を明らかにする。
2．京都高等工芸学校
　京都工芸繊維大学の前身である京都高等工
芸学校は，1902（明治35）年に図案教育の専
門機関として設立された。京都は古来より美
術工芸が盛んな地であり，その長所を生かし，
教育によって工業の発展を図っていくことが
目的として掲げられていた。同校図案科の初
代教授であった浅井忠は，自らも洋画家・図
案家であり，京都の工芸界に大きな影響を与
えた人物である。また，武田五一はヨーロッ
パ滞在中にチャールズ・レニー・マッキン
トッシュを始めとするグラスゴー派とウィー
ンに大きな関心を寄せ，それらを京都高等工
芸学校図案科において図案教育に反映させた。
3．京都高等工芸学校生徒作品
　京都高等工芸学校開校初期から大正期の生
徒作品を対象にして，当時の図案をモチーフ，
形態，色彩など，グラフィックデザインの側
面から分析し，その傾向と特色について検討
する。具体的には，図案科第二学級と第三学
級で実施されていた「装飾計畫」の課題にお
いて制作された図案作品193点について分析
を試みる。
　特に，京都の主要な産業である染織産業に
関係がある，「帯地新案」，「裾模様」と，陶
磁器産業に関わる「花瓶形状及上繪新案」，
「火鉢又ハ香爐新案」の課題については，詳
細にデザインについて分析を加える。さらに，
「婦人装飾品新案」の課題では，懐紙入れや
帯締め，襟止めなどの明治以前からある和装
用装身具と，帽子用ピン，ブローチ，時計な
ど，明治以降に取り入れられた洋装用の装身
具が同一のテーマでデザイン展開されている
という点で，図案が制作された時代性が大き
く反映されていると考えたので取りあげる。
　分析の結果，例えば，守田幸作が制作した
「婦人帯地模様図案」（AN.365-55）は，伝統
的なモチーフである鶴を用いているが，鶴は
真正面と真後ろから捉えて，細部を省略し，
さらに，鶴の足は植物の茎と一体となり，細
長い直線で円形の鶴の胴体同士が連結される
ことで図案を完成させている。この鶴を真正
面から描く表現方法は，家紋にも見られるよ
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うに，日本に伝統的にあったといえるが，他
のモチーフと同時に描くような，景色の一部
として扱うのではなく，繰り返しに用いるパ
ターンとして扱っていることが特徴としてあ
げられる。
　宗益雄が制作した「婦人装飾品圖按」
（AN.3659-63）の特徴は，同課題のほぼ全て
の作品が動植物をモチーフにしている中で，
風景そのものをモチーフとして扱っている点
であり，俯瞰で見た河川とそこに浮かぶ舟や
鳥の風景をモチーフとして図案化している。
また，河川の表現方法にも特徴があり，煙草
入れと楊枝入れに見られる水流の先端部分は
琳派の波の表現を思わせる渦を巻くような表
現になっている。さらに，この図案では，同
形のモチーフの繰り返しによるパターン展開
ではなく，風景をモチーフとしたことから，
空間性を意識したレイアウトになっている。
4．農務省主催図案及応用作品展覧会
　この時期，1907（明治40）年の第一回文部
省美術展覧会や，1911（明治44）年の三越呉
服店による懸賞広告画図案募集，さらに産業
工芸の振興のため，現代生活に受け入れられ
るデザインの工芸品を制作する目的で1913
（大正2）年から開催された農商務省主催図
案及び応用作品展覧会（農展）などのコンペ
形式による図案公募や作品展覧会が開催され，
新しい図案の創出が盛んに行われていた。こ
のうち，武田五一も第一回より審査員を務め
た「農商務省主催図案及び応用作品展覧会」
の出品作品には，硯箱や菓子皿など伝統的に
使用されてきたものが多く見られるが，前述
した生徒作品にも見られたような，アール・
ヌーボーの有機的な植物の曲線を生かした作
品や，ウィーン分離派の様式を模したと思わ
れる幾何形態を取り入れたものが一部見受け
られることから，京都高等工芸学校図案で行
われていた図案教育が，実験的な試みに終始
していただけではないことが分かる。
5．結　　論
　明治以降，生活の中にも急速に西洋文化が
流入する中，図案教育の現場においても，西
洋のデザインが受容された。具体的な分析を
通して，西洋デザインを積極的に導入し新た
な表現を生みだそうとする姿勢を見ることが
できた。さらに，農展という一般の人の評価
を得る展覧会でも，分析を行ってきた生徒作
品と類似のデザインが見出せ，実験的な要素
を持ったデザインでありながらも，製品とし
ての可能性が考えられていた図案であったこ
とが分かる。
　これらの図案は，単に西洋のデザインを受
容した結果から生まれたものではなく，京都
の工芸に適応させるために考案されたもので
あるので，今後，生徒作品に見られた図案が
生産の現場で実際にどのように受け入れられ
たかを引き続き分析検討していきたい。
